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2大テーマで取り組む
「地域づくり」
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　「わくわく活き活き国府のま
ちづくり」の実現を目指し、今年
４回目となる2大イベントを推
進しています。1つ目は、避難所
開設、運営、宿泊訓練です。訓練
を通じて得た知見を災害時に生
かしてもらえれば大変ありがた
いと思います。2つ目が地域の住
民・企業の仲間づくりが目的の
フェスティバルです。毎回約750
人が参加し、多彩なイベントを
楽しんでいただいています。この
仲間づくりが災害発生時の助け
合いに大いに役立つと思い、役
員一同取り組んでいます。
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地域づくり

　国府地区では、自らの命は自
ら守るという自助を意識し、大
規模災害に備えた「防災訓練」
を実施しています。また、災害時
には、自助に加え、地域住民同
士が支え合う共助が欠かせませ
ん。そのため、「まちづくりフェス
ティバル」を通じて住民同士の
つながりを深め、地域が一体と
なり、まちづくりに取り組んでい
ます。

女性モータースポーツファン
のために
　鈴鹿サーキット駐車場に隣接し
た場所に位置するトイレ。その形
状からレースファンなどから通称
「円形トイレ」として親しまれてい
ます。
　このトイレが完成したのは
1986年7月。実は当初「女性専
用」として建設されたものです（現
在は男女共用）。当時は4輪・2輪
ともモータースポーツの観客数が
大きく伸びた時代。さらに、それま
で男性主体だったファン層が女性
客の増加により、様変わりしつつ
ありました。中でも鈴鹿8時間耐
久ロードレース（鈴鹿8耐）をはじ
めとする2輪レースは、スター選手
の台頭や空前の2輪ブームを受け、
革つなぎを着てスポーツバイクで
来場する女性ライダーが急増し、
一気にサーキットが華やかになっ
た時代でした。
　鈴鹿サーキットはこのような潮
流に呼応し、同年の鈴鹿8耐を前
に、女性が快適に観戦できる環境
づくりに着手。着替えのために両
手が広げられるほど広くて清潔な
個室や姿見などのアイデアを盛り
込んだ画期的なトイレが誕生した
のでした。
■中野能成
（鈴鹿モータースポーツ友の会 事務局）
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地域づくり研修生の一言
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　「思いやりにあふれ 誰もが心豊か
に安心して暮らせるまち 国府」を目
標に、今回取り上げた防災訓練をは
じめ、地域のためのさまざまな取り
組みが活発に行われている協議会
だと感じました。
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